
○ 世界経済の鈍化に伴う外需の不振

○ 英国のＥＵ離脱，緊張状態にある通商関係などを巡る不透明感

○ 各国特有の問題（ドイツの自動車生産の混乱，フランスの社会
抗議活動，イタリアの財政運営の転換など）

⇒ これらの影響が，2019年の経済見通しにも一部波及
（世界経済は引き続き弱く、消費者や企業のマインドは低調）

2018年の主なマイナス材料
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ＥＵの経済成長の推移と日米比較（年次データ）

（年）
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経済金融危機
（リーマン・ショック）

欧州政府債務危機
（ギリシャでの危機発生は

2010年、その影響が2012

年にかけて主要国に波及）

見通し
ＥＵ

日本
米国

2018 2019 2020
(見通し) (見通し)

Ｅ Ｕ 1.9％ 1.5％ 1.7％

日本 0.7％ 1.3％ 1.6％

米国 2.9％ 2.5％ 1.8％

中国 6.6％ 6.2％ 6.2％

（出典）欧州委員会，IMF，内閣府 （注）日本の2019～2020年の値は年度の見通し
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（出典）欧州委員会 （注）若年失業率は，25歳未満の失業率。 （年）

2019年１月：6.5％

［直近の最高値］

2013年４月：24.0％

［直近の最高値］

2013年６月：11.0％

若年失業率

失業率（全年齢）

2019年１月：14.9％
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ＥＵの経済成長の推移（四半期データ）

民間消費 政府消費
投資（民間＋政府） 在庫変動（民間＋投資）
純輸出 実質ＧＤＰ成長率

（前期比年率，％）

（期）

（年）

↓↓2018年に入り成長率が鈍化↓↓

（出典）欧州委員会 （注１）数値は各期の実質ＧＤＰ成長率 （注２）純輸出＝輸出－輸入

ＥＵ経済の現状

【現状】 ＥＵ経済は，2013年から６年連続で景気回復を実現。他方，2018年は、外需の不振や各国特有の
問題の影響等から経済成長のペースは減速。

【先行き】 雇用環境等のﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞは依然堅調であるため，先行きも景気の回復基調は続くと見られるも，
世界経済の鈍化や消費者・企業マインドの悪化等を背景に，今年の経済成長率は更に緩やかとなる見込み。

【リスク】 通商政策における更なる緊張の高まりや，英国のＥＵ離脱を巡る不確実性，中国経済の更なる減速
といった景気下振れリスクに注意が必要。

2019年３月
欧州連合日本政府代表部


